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庚共
域柴
極分
憐業
白と
基搾
本軍
的分
認業
識

三
庚
域
分
業
白
成
立
原
由

園
際
分
業
と
粛
域
分
業

園
際
分
業
由
否
定
之
肯
定

図
際
分
業
・
と
庚
域
分
業

大
東
亜
経
済
を
一
つ
の
具
彊
的
形
態
と
す
る
庚
域
経
済
に
沿
い
て
は
、
之
を
構
成
す
る
諸
国
民
の
聞
に
、
最
も
合
理
的
た
分
業
を

成
立
せ
し
め
h
H

ぽ
た
ら
ぬ
と
と
は
、
虞
域
経
済
白
歴
史
的
必
然
性
と
、
モ
四
基
本
的
性
格
か
ら
見
て
、
極
め
て
明
白
な
ζ

と
で
あ
っ

て
、
今
さ
ら
論
議
を
必
要
と
し
友
い
で
あ
ら
う
。
た
Y
そ
己
に
成
立
す
る
域
内
分
業
が
、
い
か
左
る
性
格
を
有
し
、
い
か
怒
る
原
〆
理

冒
と
過
程
と
僚
件
に
よ
っ
て
成
立
し
、
ま
た
如
何
た
る
結
呆
主
演
域
経
済
ま
た
は
園
民
経
済
の
上
に
及
隠
す
か
に
つ
い
て
、
新
た
友
問

題
bz晴
晴
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。

一
部
D
論
者
は
、
庚
域
経
済
は
園
際
分
業
を
否
定
す
る
か
肯
定
す
る
か
に
つ
吉
、
今
さ
ら
の
如
〈
論
議
を
試
み
つ
h
あ
る
町
、
之

を
園
際
分
業
と
網
す
る
か
否
か
は
姑
く
別
と
し
て
、
か
〈
O
如
き
は
五
回
々
は
と
っ
て
は
す
で
に
問
題
で
は
た
い
。
問
題
仕
か
h
A

る
単

純
な
肯
定
論
か
否
定
論
か
に
あ
る
の
で
は
な
〈
、
も
一
う
先
吉
田
深
い
所
に
あ
る
。
私
の
見
る
所
で
は
、

一
部
の
論
者
は
ま
だ
こ
の

最
も
基
本
的
な
原
理
を
明
確
に
把
握
せ
」
T
U
て
、
徒
ら
に
虞
域
経
済
を
論
じ
、
大
東
亜
経
済
を
論
じ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

庚
域
極
油
田
と
蘭
減
い
分
業

第
五
十
四
巻

七
屯

第
四
掛

拙稿『虞域額横目理論』本誌、昭和十五年十一月都国
時柴一氏『庚域担恥園際分業』園民経済輔、昭和十七年二月払.) 



蔚
域
経
済
&
庚
域
分
業
.

わ
れ
/
¥
は
庚
域
経
済
白
坊
内
に
成
立
す
る
分
業
を
も
っ
て
、
か
り
に
康
域
分
業
と
呼
ぶ
亡
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
謂
は
ゆ
る
園

際
分
業
か
ち
明
確
に
之
を
匡
別
せ
ん
と
す
る
も
白
で
あ
る
。
併
し
・
な
が
ら
名
僻
の
如
何
は
言
ム
ま
で
も
在
く
本
質
的
の
問
題
で
は
左

ぃ
。
そ
の
意
味
内
容
さ
へ
明
確
に
把
握
さ
れ
る
註
ら
ば
、
之
を
園
際
分
業
と
稽
す
る
も
敢
て
差
支
は
た
い
が
、
併
し
己
の
揚
合
で
も

第
五
十
四
巻

七
"-

第
四
説

四

従
来
白
謂
は
ゆ
る
図
際
分
業
と
白
聞
に
は
、
そ
己
に
原
理
的
な
馬
別
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
一
た
ら
な
い
。
問
題
は
従
来
の
謂
は
ゆ

る
園
際
分
業
と
、
己
目
新
た
友
康
域
経
済
白
域
内
に
成
立
す
る
岡
際
分
業

i
l強
い
て
困
際
分
業
と
い
ふ
む
ら
ぽ
ー
ー
と
の
聞
に
、

い
か
在
る
相
違
を
認
め
う
る
か
、
或
は
認
め
得
た
い
か
の
冊
間
に
あ
っ
て
、
た
ピ
闘
際
分
業
を
否
定
す
る
か
肯
定
す
る
か
白
如
き
単
純

た
問
題
で
は
た
い
。
己
h

で
は
か
L
る
名
僻
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
庚
域
経
済
内
の
分
業
を
庚
域
分
業
と
稿
し
、
従
来
の
謂
は
ゆ

昌
国
際
分
業
を
草
に
国
際
分
業
と
補
す
る
己
と
に
よ
っ
て
¥
雨
者
を
明
白
に
匝
別
す
る
乙
と
h
す
る
。
何
故
に
之
を
匝
別
せ
ね
ば
た

ら
ぬ
か
は
後
に
至
づ
て
究
第
に
明
ち
か
と
た
る
で
あ
ら
う
。

わ
れ

f
¥は
ま
た
従
来
白
謂
は
ゆ
る
岡
際
分
業
を
も
っ

τ、
英
米
的
の
園
際
分
業
と
し
て
性
格
づ
け
る
己
圭
が
由
来
る
。
何
故
に

ヒ
れ
が
英
米
的
で
あ
る
か
白
歴
史
的
去
ら
び
に
理
論
的
白
線
擦
を
論
詮
す
る
こ
と
は
、
今
で
は
そ
の
必
要
も
左
い
で
あ
ら
う
。
何
れ一は

資
本
轍
出
の
否
定
に
わ
い
て
成
立
す
る
閣
際
分
業
で
あ
り
、
二
は
そ
の
肯
定
k
沿
い
て
成
立
す
る
闘
際
分
業
で
あ
る
。
犬
樫
忙
沿
い

に
せ
よ
、
英
米
的
の
園
際
分
業
は
、
主
と
し
て
資
本
輸
出
に
倒
聯
し
て
、
二
つ
の
異
在
る
形
態
を
現
貨
に
作
り
上
げ
て
ゐ
た
。

で
前
者
は
欧
米
諸
国
白
資
本
主
義
園
家
の
相
互
間
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
、
後
者
は
敵
米
の
資
本
主
義
諸
固
と
、
東
亜
そ
の
他
白
非
費

本
主
義
諸
固
と
の
問
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
る
も
白
で
あ
る
b

む
ろ
ん
単
純
な
る
植
民
地
と
本
固
と
の
聞
に
成
立
す
る
分
業
を
、
厳
密

在
意
味
比
長
け
る
園
際
分
業
と
左
す
と
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
た
ど
植
民
地
た
る
と
自
治
領
た
る
と
を
問
は
中
、
そ
れ
自
身
忙
告
い

で
一
つ
の
岡
氏
経
済
を
形
成
す
る
揚
合
に
は
、
本
国
と
の
聞
に
岡
際
分
業
を
成
立
せ
し
む
る
己
と
此
言
ふ
ま
で
も
た
い
。
と
の
程
の



国
際
分
業
己
そ
、
英
米
の
世
界
支
配
生
成
丘
せ
し
む
る
に
役
立
っ
た
搾
取
分
業
に
外
な
ら
宇
、
た
左
ひ
半
楠
民
地
と
言
は
る
h
支
那

白
如
き
濁
立
固
に
封

L
て
も
、
有
も
欧
米
白
資
本
主
義
固
と
東
亜
の
非
資
本
主
義
固
と
の
関
係
に
沿
い
て
は
、
己
白
種
D
搾
取
分
業

は
成
立
白
可
能
性
を
有
っ
て
ゐ
た
。

E
の
可
能
性
の
寅
現
す
る
一
つ
の
保
件
は
、
費
本
輸
出
に
あ
っ
た
と
と
は
云
ム
ま
で
も
左
い
。

英
米
的
白
岡
際
分
業
の
他
の
形
態
は
、
欧
米
資
本
主
義
闘
の
相
互
間
に
お
い
て
、
資
本
移
動
の
否
定
DJ前
提
に
長
い
て
、
成
立
し

ろ
る
と
考
へ
ら
れ
た
園
際
分
業
で
あ
る
。
む
ろ
ん
現
貨
に
は
、
是
等
の
諸
闘
問
D
資
本
移
動
は
、
多
少
白
程
度
に
長
い
て
常
に
行
は

れ
た
も
白
で
は
あ
る
v

た
宮
前
白
時
代
に
は
主
と
し
て
自
然
的
障
碍
院
よ
り
、
後
の
時
代
に
は
主
左
し
で
政
治
的
障
碍
に
よ
h
円
、
費

本
の
国
際
的
移
動
に
は
、
園
内
的
移
動
に
北

ι顕
著
友
厩
別
の
存
し
た
乙
と
も
事
費
ぞ
あ
る
。
持
働
の
図
際
的
移
動
に
つ
い
て
も
、

限

r
同
様
白
と
と
を
言
ひ
う
る
。
そ
れ
故
に
之
を
原
現
的
に
推
し
つ
め
て
、
資
本
・
勢
働
の
移
動
友
苦
闘
際
聞
に
成
立
す
る
圃
際
分
業

を
考
へ
、
之
を
そ
の
移
動
白
自
由
在
る
圏
内
分
業
に
針
立
せ
し
め
る
に
至
っ
た
と
止
も
主
た
、
ま
E
と
に
円
晶
岬
聞
の
結
果
で
あ
っ
た
。

た
r
E
D
揚
合
に
も
ま
た
、
現
寅
に
是
等
の
諸
園
の
聞
に
成
立
し
た
閥
際
分
業
が
、
す
べ
て
斯
〈
の
刻
苦
も
白
で
あ
っ
た
と
解
す
べ

昔
で
は
た
い
。

か
〈
白
如
き
英
米
的
の
闘
際
分
業
、
は
ま
た
川
之
を
世
界
蕎
秩
序
の
園
際
分
業
と
言
ふ
と
と
が
問
来
る
。
何
故
か
と
云
ム
に
、
か
く

白
如
き
二
つ
の
闘
際
分
業
が
、
敵
米
諸
園
の
相
互
聞
と
東
亜
そ
の
他
の
諸
闘
と
の
聞
に
併
存
的
に
成
立
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
〈

近
世
的
友
英
米
支
配
白
世
界
葎
秩
序
を
成
立
せ
し
め
て
ゐ
た
か
ち
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
英
米
支
配
の
世
界
蕎
秩
序
を
打
破
す
る
己
と

は
、
と
れ
を
岡
際
分
業
の
見
地
よ
り
見
れ
ば
、
か
〈
の
如
き
英
米
的
自
闘
際
分
業
を
訂
破
寸
る
と
と
に
外
悲
ち
由
。

E
れ
を
現
寅
的

• 

に
訂
破
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
づ
理
論
的
に
己
れ
を
打
破
し
て
か
ミ
ら
お
ぽ
在
ら
血
。

大
東
亜
白
庚
域
経
済
に
成
立
す
る
庚
域
分
業
は
、
か
〈
の
如
き
英
米
的
の
葎
秩
序
の
闘
際
分
業
の
超
克
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で

第
五
+
四
巻

鹿
域
偶
蹄
と
関
域
分
業

第
四
搬

五

-b 
ブL

¥ 

拙著『園際経済白理論と問題』昭和凡年服、 P.300 3) 



慶
域
経
済
と
庚
域
分
業

第
五
ナ
回
毎

三
凡

O

第
四
親

プミ

あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
綜
合
的
友
計
霊
的
ま
た
は
統
制
的
た
資
本
D
移
動
に
よ
っ
て
、
二
重
の
意
味
に
な
い
て
、
古
昔
園
際
分
業

を
超
克
す
る
P

何
よ
り
も
ま
づ
束
亜
虞
域
経
済
白
中
に
は
、
従
来
の
植
民
地
的
性
格
を
有
す
る
多
数
の
岡
民
主
そ
白
構
成
要
素
と
し

aw 

で
包
含
し
て
ゐ
る
が
、
而
じ
て
是
等
白
諸
国
へ
は
吾
園
の
資
本
轍
出
を
必
然
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
故
を
も
つ
で
、
相

互
の
聞
に
英
米
的
の
国
際
分
業
を
成
立
せ
し
め
、
モ
己
に
搾
取
的
分
業
聖
域
存
せ
し
め
る
と
考
ふ
る
な
ら
ば
、
後
一
に
至
っ
て
明
ら
か

た
る
如
く
そ
れ
は
誤
謬
で
あ
る
。
東
亜
共
柴
圏

D
F
に
成
立
す
る
底
域
分
業
は
、
英
米
の
持
取
分
業
を
超
克
す
る
共
柴
分
業
で
あ

F
.

にま
、tc
東モ
亜れ
共で
築た
D け
庚れ
域ば
樫本
済ら
かぬ
ら

英搾
米取
的分
白虫

古 J告

書室
取互主

盟議
隠と
T 白

粂本
を質
駆的
逐直
せ則

土拡z ? 
主主 後
九の
ぼ問
、!題
まと
づし
現て
論
的わ
にれ

由:-( 
くが
の現
如寅
苦 白内

圃
際
分
業
の
戒
立
ま
た
は
残
存
在
騒
遂
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

ー
庚
域
経
済
の
下
に
成
立
す
る
新
た
な
庚
域
分
業
は
、
世
界
新
秩
序
と
し
て
の
庚
域
経
済
た
か
ん
づ
く
東
亜
新
秩
序

L
C
L
て
白
東
豆

腐
誠
経
済
に
沿
げ
る
域
内
分
業
で
あ
る
。

b
れ
/
¥
は
今
日
、
大
東
亜
戦
守
主
戦
ひ
抜
く
己
と
に
よ
っ
て
、
東
亜
新
秩
序
と
し
て
の

東
亜
民
域
経
済
を
建
設
せ
ん
と
し
つ
A
あ
る
が
、
己
れ
は
副
ち
今
の
わ
れ

f
Iの
問
題
と
し
て
は
、
新
秩
序
と
し
て
の
嘆
域
分
業

E

E
h
K
建
設
せ
ん
と
ず
る
も
の
に
外
な
ら
血
。
乙
れ
を
現
貨
の
東
亜
に
建
設
せ
ん
と
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
ま
づ
之
を
古
昔
英
米
蕎

秩
序
白
園
際
分
業
か
ら
峻
別
し
て
、
そ

Eι
新
た
た
理
論
を
建
設
せ
ね
ば
た
ら
ね
。

共
晶
草
分
業
主
搾
取
分
業

欧
米
諸
園
と
東
亜
諸
固
な
か
ん
づ
く
南
方
諸
凪
と
り
聞
に
、
過
去
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
成
立
し
て
ゐ
た
園
際
分
業
は
、
前
惑
。

如
〈
英
米
的
の
園
際
分
業
白
一
つ
で
あ
っ

τ、
そ
の
性
格

E
一
言
に
せ
ば
、
搾
取
分
業
と
ニ
百
ム
己
止
が
向
来
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に



b
れ
/
t、
四
建
設
ぜ
ん
と
す
る
東
亜
庚
域
経
済
に
沿
い
て
は
、
か
く
の
如
き
搾
取
的
た
英
米
的
白
国
際
分
業
は
、
敢
然
と
之
を
否
定

し

τ、
己
主
回
東
亜
新
秩
序
の
下
に
治
け
る
庚
域
分
業
と
し

τの
共
幾
分
業
を
成
立
せ
し
め
紅
ば
た
ら
ね
己
と
は
、
前
論
白
如
く
で

あ
る
。
そ
と
で
問
題
は
、
か
く
の
如
き
共
柴
分
業
と
搾
取
分
業
と
の
本
質
的
直
別
は
、
い
か
在
る
所
に
成
立
し
う
る
か
、
就
中
そ
の

成
立
要
件
と
し
て
最
事
基
本
的
左
資
本
的
保
件
に
長
け
る
補
者
の
匝
別
を
明
確
に
せ
凪
ば
た
ら
血
。
己
与
に
最
も
根
本
的
自
問
題
が

融
市
ん
で
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
づ
第
一
に
、
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
成
立
す
る
鞘
に
沿
い
て
は
、
共
略
取
分
業
た
る
と
搾
取
分
業
た
る
と
に
相
違
は
な
い
。
た
玄
関
、

題
は
そ
り
資
本
輸
出
の
性
格
ま
た
は
内
容
に
幻
っ
て
眼
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
wh
草
純
に
吾
園
が
東
亜
諸
国
に
資
本
主
輪
出
ず
る
の

故
を
も
っ
て
.
己
主
に
再
び
英
米
的
の
搾
取
分
業
主
成
立
せ
し
め
る
と
泣
す
左
ら
ば
、
己
れ
は
甚
だ
し
雪
誤
解
で
あ
る
。

周
知
白
如
く
東
亜
諸
幽
に
轍
出
さ
れ
た
る
欧
米
諸
園
の
資
本
は
、
資
本
主
義
的
借
利
資
本
の
蓄
積
さ
れ
た
る
過
剰
資
本
り
輪
向
で

あ
る
。
従
っ
て
そ
の
基
本
的
性
格
は
替
利
資
本
で
あ
り
、
鵬
首
利
目
的
か
ら
輸
出
さ
れ
た
る
こ
と
は
一
言
ぷ
ま
で
も
な
い
。
卸
ち
欧
米
の

資
本
主
義
圏
内
に
沿
い
て
脅
利
陪
よ
っ
て
過
剰
に
蓄
積
さ
れ
た
資
本
が
、
そ
の
過
剰
資
本
D
利
潤
率
低
下
に
勤
し
て
新
た
な
投
資
を

圏
外
に
求
め
ざ
る
を
得
宇
1

乙
込
に
近
世
的
植
民
地
の
獲
得
運
動
と
な
り
、
東
亜
そ
D
他
。
開
に
持
取
分
業
主
成
立
せ
し
め
る
に
至

っ
た
官
。
で
あ
ス
向
。
従
っ
て
己
の
営
利
資
本
は
、
蓄
積
資
本
白
性
格
よ
り
来
る
必
然
。
結
果
で
あ
り
、
替
利
的
性
格
は
替
利
的
蓄
積

と
密
接
に
閥
融
制
せ
る
も
の
で
あ
る
。

皆
利
資
本
た
る
蓄
積
資
本
は
、
自
由
資
本
た
る
と
濁
占
資
本
た
る
と
を
聞
は
十
、
歴
史
的
に
は
最
初
の
段
階
で
は
主
と
し
て
自
由

策
本
企
し
て
、
後
り
段
階
で
ぽ
主
と
し
て
濁
占
資
本
と
し
て
成
立
し
た
も
白
で
あ
る
が
、
党
と
ひ
凋
占
資
本
と
い
で
ι
も
、
そ
の
輸

出
は
自
由
意
出
品
に
よ
る
白
由
輸
出
で
あ
っ
て
、
今
臼
の
如
吉
岡
誠
意
品
に
よ
る
資
本
白
輸
出
統
制
白
如
き
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
も

民
域
組
障
と
国
間
域
分
業

第
五
十
四
巻

= 
F、

第
四
規

七

拙著『恐慌理駒田研究』第四篇第六章、恐慌と蓄積与植民d4) 



贋
域
嗣
世
情
、
と
出
関
域
分
業

第
五
十
回
毎

=
一
八
三

停
四
強

白
で
あ
る
。

E
の
意
味
k
h
い
て
は
た
と
ひ
猫
占
資
本
の
輪
刊
で
も
ハ
之
を
費
本
白
自
由
輪
出
ま
た
は
自
由
費
本
の
輸
出
と
言
ふ
己

一
月‘

と
が
山
川
市
叩
る
。
併

L
E
れ
ほ
必
や
し
も
基
本
的
た
る
も
白
で
た
い
と
正
は
、
後
K
至
っ
て
明
ち
か
と
な
る
で
あ
ち
ろ
。

か
く
し
て
英
米
的
の
持
取
分
識
を
成
立
せ
し
必
た
務
本
的
僚
件
は
、
そ
の
費
本
の
基
本
的
性
格
す
訟
は
ち
個
人
的
た
詩
利
資
本
で
。

あ
る
所
に
求
め
ら
れ
ね
ば
た
ら
む
。
か
〈
の
如
昔
資
本
輸
出
で
あ
る
以
上
は
、
そ
白
輸
出
国
の
英
図
た
る
と
米
固
た
る
と
を
怖
は
や
。
4
H
4
 

ま
た
和
蘭
た
昌
と
白
耳
義
た
る
と
共
の
他
の
諸
岡
た
る
と
を
問
位
十
、
必
然
に
搾
取
的
怒
る
闘
際
分
業
の
成
宣
と
在
ら
ぎ
る
を
得
訟
掛
詞
園
F

い
a

費
本
輸
向
が
問
題
と
在
る
に
あ
ち
ゃ
、
そ
の
養
本
の
性
格
が
問
題
で
あ
る
μ
」
言
っ
た
自
主
、

E
D
故

で

あ

る

。

用

、

A
V
l

五
蝉

警
官
れ
(
の
建
設
せ
ん
と
す
る
東
亜
庚
域
経
済
忙
沿
い
て
は
、
モ
巴
忙
輸
出
さ
主
主
主
如
何
ま
性
格
を
有
す
る
茸
十
十

か
、
今
日
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
る
如
4
、
そ
れ
は
個
人
の
替
利
費
本
白
代
り
に
、
主
と
し
て
闘
策
費
本
白
τ

輸
出
で
あ
り
、
替
制
和
年
昭
五
誌
十
本
和
』
昭
、方、
買
誌
購
本
民
』
国
論
と
理
カ
白
買
尚一鶴

岡
市
順
稿
稿
欄
拙

的
な
る
蓄
積
資
本
の
代
b
に
、
非
障
問
刺
的
た
る
創
治
資
本
で
あ
り
、
而

L
て
白
向
資
本
ま
た
ば
澗
占
資
本
出
自
由
川
輸
出
む
代
り
に
、

岡
家
的
た
る
統
制
的
ま
た
は
計
書
的
輸
出
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
統
制
ま
た
は
計
聾
除
、
庚
域
経
桝
金
鴨
と

L
て
白
綜
合
的
計
棄
ま

た
は
統
制
で
あ
る
。

E

h
で
は
個
入
ま
た
は
国
民
の
轡
利
費
本
に
劃
す
る
闘
家
資
本
、
蓄
積
資
本
民
日
勤
す
る
創
治
資
本
、
自
由
費
本
に
劃
す
る
計
費
資

本
等
々
に
つ
き
詳
論
す
る
の
徐
裕
は
左
い
町
、
何
れ
に
せ
止
、
欧
米
白
替
利
的
資
本
主
義
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
る
資
本
が
、
個
人

の
皆
利
を
目
的
に
、
自
由
に
東
亜
に
侵
出
す
る
E
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
ゐ
た
搾
取
的
危
闘
際
分
業
止
、
大
東
亜
戦
与
を
輔
期
と
し

て
と
れ
が
全
く
清
算
せ
ら
れ
、
東
亜
共
柴
圏
の
建
設
を
目
的
と
す
る
閥
家
の
綜
合
的
計
書
一
の
下
止
、
非
帥
宮
利
的
足
る
園
家
白
創
治
資

本
を
全
慢
と
し
て
、
計
寮
的
ま
た
は
統
制
的
に
輸
出
さ
れ
Z
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
共
柴
的
な
る
虞
域
分
業
と
は
、
杢
〈
異
た
る

範
噂
に
風
ず
る
も
D
で
の
左
け
れ
ぽ
注
ら
ぬ
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
左
い
d

z) 



曲F
 

韓白n

資
本
主
義
的
の
欝
利
岡
家
の
資
本
で
あ
る
揚
合
位
、
岡
家
資
本
た
る
と
個
人
資
本
た
る
と
凋
占
禁
本
た
る
と
巳
よ
っ
て
、
何
色
本
質
住

的
の
差
別
は
守
¥
依
然
主
じ
て
替
利
資
本
の
範
時
比
一
周
す
る
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
図
家
が
植
民
地
の
搾
取
を
目
的
と
ず
る

J

両

替
一
刊
園
家
で
あ
る
か
、
ま
た
は
植
民
地
の
解
放
に
よ
る
新
秩
序
回
建
設
を
目
的
と
す
る
道
義
国
家
で
あ
ん
る
か
に
よ
っ
て
、
岐
れ
る
か
酬

ら
で
あ
る
H

J

日制払

東
墨
田
域
経
済

K成
立
す
る
共
柴
分
業
一
忙
晶
君
て
位
、
そ
の
成
立
保
品
川
と
し
で
の
資
本
一
輪
削
と
閉
じ
〈
、
こ
れ
と
必
然
K
闘
聯
ナ

J
柵
版
経
年
島

る
康
域
分
業
の
成
立
過
程
民
沿
い
て
も
、
従
来
の
謂
は
ゆ
る
4

周
際
分
業
と
は
、
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
も
り
で
あ
る
。
既
に
吾
々
の
八
園
和
』

指
摘
せ
る
が
如
七
、
一
般
に
分
業
の
成
立
過
程
に
位
、
自
然
帯
主
的
に
祉
合
的
に
成
立
す
る
揚
合
と
、
意
思
的
・
計
喪
的
ま
た
は
統
昭
鱒

制
約
に
成
立
す
る
揚
合
と
を
匝
別
せ
必
ば
た
ち
で
従
来
由
相
聞
は
ゆ
る
4

園
際
分
業
は
、
と
の
中
の
前
者
に
属
す
る
と
と
言
ふ
ま
で
も
鵬
鵬
主
主

一
段
い
。
然
る
に
民
故
経
済
白
域
内
K
島
貯
る
庚
域
分
業
は
、
と
の
離
に
肴
い
て
も
従
来
の
園
際
分
業
と
は
全
〈
そ
の
成
北
過
程
を
具

に
し
、
意
思
的
・
計
一
養
的
・
統
一
制
的

K
成
立
す
f

る
と
と
は
、
前
建
白
費
本
轍
問
忙
関
聯
す
る
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
併

ι注
が
ち
た
l

w
h

車
純
比
九
統
制
的
・
計
霊
的
で
あ
る
と
い
ふ
離
だ
け
で
は
、
廃
域
経
済
的
分
業
を
特
徴
づ
貯
る
も
り
で
は
な
い
。

t

一
部
の
論
者
は
、
康
域
経
桝
の
内
部
に
告
い
で
も
、
依
然
と
し
て
従
来
四
如
き
園
際
分
業
は
成
立
し
、
た
む
そ
れ
が
統
制
的
・
計

費
的
在
る
賄
に
お
い
て
従
来
由
恋
意
的
放
任
的
在
る
も
の
と
隠
別
さ
れ
う
る
か
白
如
〈
考
ふ
る
が
、
と
れ
は
誤
謬
で
あ
る
叫
蓋
し
車

ζ

白
揚
合
た
Y
単
純
に
園
家
委
本
ま
た
は
園
家
企
業
と
い
ふ
だ
け
で
は
、
そ
り
岡
家
の
怯
格
を
看
過
す
る
危
険
が
あ
る
。
例
へ
ば

南
方
一
諸
図
の
う
ち
特
に
蘭
印
に
・
暑
い
て
ば
、
国
家
資
本
ま
た
は
函
替
事
業
は
、
相
官
に
行
は
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
寅
だ
け
を
見
て
、

そ
こ
に
搾
取
分
業
を
否
定
し
、
共
柴
分
業
を
肯
定
す
る
己
と
は
出
来
た
い
か
ら
で
あ
る
。
蘭
印
政
府
白
園
家
資
本
が
、
英
米
の
如
昔

純
註
る
よ
統
制
的
川
・
計
霊
的
と
い
い
ふ
り
み
で
は
、
敢
て
庚
域
経
済
た
る
を
要
し
左
い
n

ナ
で
に
こ

D
段
階
に
先
制
凡
ワ
プ
ロ
ツ
グ
経
済
の

庚

域

経

済

と

慶

域

分

業

時

押

回

皆

I) 
2) 

第
五
十
四
巻

F、

丸



嵐

域

組

持

、

と

魔

域

分

業

第

岡

崎

幽

・

過
程
に
hw
い
て
も
、
或
は
ま
た
更
に
そ
れ
に
先
だ
っ
濁
占
経
済
の
段
階
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
す
で
に
統
制
的
と
た
り
計
蓋
的
と
な

っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
己
れ
に
就
い
て
は
、
わ
れ
/
¥
は
す
で
に
早
〈
園
際
分
業
と
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
と
D
関
係
に
つ
き
吠
の
如
く

第
五
十
回
毎

三
凡
四

O 

論
巳
て
荷
い
た
。

，b
 

『
そ
あ
い
故
に
プ
ツ
ロ
タ
組
済
は
園
際
分
業
白
否
定
白
否
定
で
あ
る
@
そ
こ
に
は
古
き
意
味
に
お
け
る
国
際
分
業
は
、
依
然
と
し
て
否
定
さ
乱
て
ゐ
る
。
寸

け
れ
E
も
新
た
な
意
時
由
園
際
分
業
は
率
る
要
求
主
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
ま
た
自
然
的
・
盛
典
的
産
物
色
し
て
の
従
来
白
幽
際
企
業
を
否
Z
E
し
て
、
意
一
可

思
的
・
政
治
的
産
物
と
し
て
白
岡
際
室
語
、
ま
た
は
意
識
的
・
重
量
的
・
統
制
的
な
る
園
際
分
業

t
成
立
せ
し
め
ん
左
す
る
も
白
で
あ
る
・
:
同

J

勾

/

h

曲
師

而
し
て
庚
域
経
済
は
プ
ロ
ッ
タ
経
済
で
は
た
い
。
今
と
れ
を
再
び
一
般
的
に
論
議
す
る
必
要
は
な
い
が
、

E
L
K
問
題
と
す
る
園
主
目
F
-

際
分
業
白
成
立
過
程
に
闘
し
て
一
一
一
昌
せ
ば
、
プ
ロ
ッ
ク
経
済
と
虞
域
経
併
と
の
匝
別
は
、
と
の
賭
に
関
聯
し
て
よ
り
明
瞭
と
た
る
で
肱
刷
年
五

あ
ら
う
。
右
に
引
用
す
る
如
く
、
プ
ロ
ッ
ク
経
済
に
あ
ヲ
て
は
、
そ
の
一
間
陀
成
立
す
る
国
際
分
業
は
、
す
で
に
統
制
的
・
計
聾
的
の
八
「

ー
和
和

段
階
に
達
し
て
ゐ
る
。
而
か
も
そ
れ
は
依
然
と
し
て
従
来
の
園
際
分
業
で
あ
り
、
基
本
的
一
な
る
持
取
分
業
に
外
な
ら
取
。
さ
ら
に
遡

M
A
題
畠

っ
さ
セ
札
に
先
だ
ワ
潤
占
資
本
主
義
の
段
階
に
沿
い
て
さ
へ
、
部
分
的
に
ほ
園
際
分
業
は
統
制
的
・
計
霊
的
に
一
成
立
す
る
己
と
が
あ
同
本
冒と』

る
n

例
へ
ば
園
際
ト
ラ
ス
ト
ま
た
は
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
園
際
分
業
は
、
少
く
と
も
そ
白
範
囲
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
統
制
的
・
計
聾
粛
論
理
哩

的
と
た
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
統
制
的
ま
た
は
計
葺
的
と
い
ふ
己
ム
一
は
、
己
、
で
は
何
ら
本
質
的
存
も
白
で
仲
町
な
い
。
問
題
は
そ
白
統
齢

制
ま
た
は
試
査
が
、
如
伊
た
る
目
的
白
た
め
に
統
制
さ
れ
計
聾
さ
れ
る
か
、
搾
取
の
た
め
か
、
共
崎
市
白
た
め
か
に
あ
る
。
醐
棚
困
庚

亡
の
鮪
と
必
然
昨
醐
剛
帥
制
し
て
ま
た
民
域
分
業
の
成
立
は
、
単
純
た
る
統
制
的
ま
た
は
計
霊
的
え
る
に
止
ま
ら
危
い
。
蓋
し
庚
域
粧
『
『
著
稿

済
が
プ
ロ
ッ
ク
経
轟
円
か
ら
国
別
さ
れ
う
る
一
つ
の
鮪
は
、
そ
白
基
本
的
性
格
か
ら
来
る
必
然
の
結
果
と
し
て
、
金
韓
と
し
て
の
綜
合
拙
拙

性
に
あ
る
。
英
帝
国
プ
ロ
ッ
ク
経
済
は
、
寅
質
的
に
は
英
本
闘
の
一
方
的
た
る
計
聾
的
・
統
制
的
の
経
済
で
あ
っ
た
3

東
亜
蹟
域
経

)一一一一一一一一一一一一一

3) 
4) 



済
は
東
亜
杢
慢
と
し
で
の
綜
合
的
た
る
計
聾
的
・
統
制
的
白
鰹
済
で
あ
る
。
従
っ
て
問
題
は
計
聾
的
か
否
か
に
あ
る
白
で
た
〈
、
そ

の
計
聾
ま
た
は
統
制
が
、
金
種
的
利
害
の
立
揚
托
た
つ
綜
合
的
計
葺
が
二
闘
中
心
の
利
害
的
立
揚
に
た
っ
一
方
的
計
豊
か
に
あ
る
。

己
主
か
ら
搾
取
分
業
か
共
柴
分
築
か
白
匝
別
も
岐
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
蓋
し
植
民
地
白
本
園
た
る
と
、
瑛
域
経
済
の
指
導
園
た
る
と

を
嗣
は
や
、
自
園
本
位
の
一
方
的
利
径
の
立
揚
か
ち
計
葺
的
・
統
制
的
に
相
宜
白
分
業
を
成
立
せ
し
め
で
は
、
そ
れ
は
必
然
に
搾
取

分
業
と
友
ら
ざ
る
を
得
宇
、
従
っ
て
庚
域
経
済
の
基
本
的
性
格
の
一
つ
は
、
そ
白
釜
腫
的
た
る
綜
合
性
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

E

L
に
問
題
と
す
る
虞
域
経
済
白
分
業
に
つ
い
て
も
、
杢
く
同
様
D
己
と
を
言
ひ
う
る
わ
け
で
あ
る
。

要
す
る
に
東
亜
虞
域
経
済
の
域
内
に
成
立
す
る
庚
域
分
業
は
、
従
来
そ
こ
に
成
立
し
て
ゐ
た
英
米
的
左
図
際
分
業
を
清
算
し
て
、

全
〈
新
た
友
共
柴
分
業
を
し
て
、
欧
米
の
搾
取
分
業
に
取
っ
て
代
ち
し
め
ん
と
す
る
も
め
で
あ
る
。
乙
の
揚
合
に
も
街
ほ
と

a
a
K
従

来
白
岡
際
分
業
を
認
め
ん
と
す
る
論
者
の
如
曹
は
、
そ
の
入
の
意
識
白
如
何
ビ
拘
ち
宇
、
な
ほ
穴
東
亜
建
設
の
意
義
を
十
分
に
認
識

し
得
ざ
る
も
の
み
」
言
は
宮
』
る
を
得
な
い
。

-.c. 
庚
域
分
業
の
成
立
原
理

世
界
鷲
秩
序
に
長
け
る
圃
際
分
業
は
、
か
〈
白
如
〈
一
方
に
は
、
そ
の
特
殊
白
資
本
輸
出
に
関
聯
し
て
、
、
東
亜
モ
の
他
の
諸
固
と

の
聞
に
、
搾
取
的
た
る
岡
際
分
業
と
し
て
成
立
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に
は
欧
米
資
本
主
義
閣
の
相
互
聞
に
た
い
て
、
寧
る
資
本
輸

出
。
否
定
に
関
聯
し
て
、
他
の
意
味
に
h
M

け
る
英
米
的
た
る
国
際
分
業
と
し
て
成
立
す
る
に
至
れ
る
と
と
も
、
最
初
に
指
摘
せ
る
所

で
あ
る
。
而
し
て
第
一
の
意
味
に
な
け
る
園
際
分
業
に
つ
い
て
は
、
か
く
白
如
昔
英
米
的
の
搾
取
分
業
が
、
わ
れ
/
¥
の
建
設
せ
ん

と
す
る
東
亜
庚
域
経
済
に
長
い
て
、
成
立
せ
し
む
べ
き
も
D
で
も
左
〈
、
ま
た
成
立
し
う
る
も
の
ぜ
も
注
い
と
と
は
、
以
上
の
論
議

関
域
値
荷
主
蘭
域
分
業

t
F
五
十
四
巻

第
四
説

~、

五

拙著『束事綜合睡白原理』参照。， 5) 



庚
域
経
済
主
庚
域
分
業

第
五
十
四
巻

/
コ
一
八
六

場
四
捜

に
よ
っ
て
ほ
Y
明
ら
か
と
な
っ
た
で
あ
ら
号
。
然
ら
ぽ
第
二
の
意
味
に
治
け
る
園
際
分
業
は
、
果
じ
て
庚
域
経
済
に
骨
い
て
成
立
し

う
る
か

E
う
か
、
己
の
賄
を
突
に
論
議
せ
ね
ば
た
ち
由
。
而
し
で
従
来
の
理
論
に
沿
け
る
謂
は
ゆ
る
園
際
分
業
は
、
主
と
し
て
己
の

意
味
K
訟
け
る
園
際
分
業
で
あ
り
、
ま
た
今
日
わ
が
園
。
一
部
忙
沿
い
て
、
庚
域
経
憐
に
関
聯
し
て
論
議
さ
れ
つ
L
A

あ
る
問
題
も
、

は
何
故
で
あ
ら
う
か
。

. 、
一一一一一一_...--'"一一一一一一一一一一一一

主
と
し
て
乙
の
意
味
に
合
け
る
国
際
分
業
で
あ
ワ
て
n

わ
れ
/
¥
に
と
っ
て
よ
り
重
要
と
思
は
れ
る
第
一
の
問
題
の
如
曹
は
、
東
亜

庚
域
経
済
の
建
設
K
と
り
最
も
重
要
注
る
理
論
是
正
ぴ
政
策
の
問
題
で
あ
る
ぜ
に
拘
ら
守
、
今
日
ま
で
未
だ
多
〈
の
論
議
を
見
た
い
の

さ
て
か
h
る
従
来
の
意
味
で
の
園
際
分
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
身
に
告
い
て
何
ら
新
た
左
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
Y
世
界
新
秩
序
と
し
τ
D廃
滅
経
済
ま
た
は
わ
れ
/
L
D
建
設
せ
ん
と
す
る
東
亜
康
域
経
済
白
内
部
に
成
立
す
べ
雪
庚
域
分
業
が

果
し
て
か
く
の
如
昔
沓
秩
序
の
閥
際
分
業
を
成
立
せ
心
め
る
も
D
か
、
或
は
世
界
新
秩
序
の
名
買
に
相
癒
し
き
新
秩
序
の
分
業
を
そ

己
に
成
立
十
せ
し
砂
る
も
の
か
、
己
h
K
新
た
な
問
題
D
提
起
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
己
れ
に
闘
聯
し

t
理
論
上
会
よ
ぴ
現
賓

上
の
多
〈
の
問
題
を
包
蔵
し
古
は
ゐ
る
が
、

E
a、
で
は
そ
白
最
も
基
本
的
自
理
論
問
題
と
し
て
、
謂
は
ゆ
る
分
業
成
立
の
原
理
に
闘

す
る
問
題
よ
り
見
て
、
右
目
論
駐
在
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
ふ
。

原
理
的
に
見
て
、

b
れ
/
¥
は
従
来
の
意
味
忙
治
け
る
園
際
分
業
は
、
庚
域
経
済
白
域
内
に
お
い
℃
は
、
成
立
イ
レ
得
ぎ
る
と
と
正

主
張
す
る
も
白
で
あ
る
。
議
し
従
来
白
意
味
に
告
け
る
園
際
分
識
が
、
原
理
的
に
園
内
分
業
か
ら
日
間
別
さ
れ
う
る
根
擦
は
、
闘
際
問

に
ゐ
け
る
費
本
・
葬
働
の
移
動
白
否
定
が
前
祖
賀
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
ロ
今
も
し
資
本
・
持
働
の
移
動
E
肯
定
す
る
左
ら
ば
、
そ

と
に
成
立
す
る
分
業
は
、
、
園
内
分
業
の
成
立
す
る
原
理
と
何
ら
具
友
ら
な
い
。
従
つ

τ原
理
的
院
は
、
乙
の
場
合
の
風
際
分
業
は
園

内
分
業
と
何
ち
の
匝
別
も
認
め
ら
れ
左
い
。
然
る
に
成
域
経
済
白
内
部
に
告
い
て
は
、
資
本
も
努
働
も
寧
る
そ
の
移
動
を
前
提
と
し



て
ゐ
る
こ
と
は
、
庚
域
経
済
の
基
本
的
性
格
か
ら
来
る
必
然
の
蹄
結
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
庚
域
経
捕
の
内
部
に
成
立
す
る
虞
域
分
業

は
、
従
来
の
謂
は
ゆ
る
園
際
分
業
と
は
、
司
令
の
そ
の
成
立
白
原
理
主
同
時
に
し
、
事
る
原
理
的
に
は
園
内
分
業
と
同
一
の
根
嫌
に
た
っ

-
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。

わ
れ

f
kの
と
白
結
論
は
、
従
来
の
園
際
分
業
の
理
論
を
徹
底
的
に
理
解
吐
る
者
に
と
っ
て
は
、
殆
ん

E
論
議
の
徐
地
主
購
さ
wh

る
程
に
、
明
白
た
る
理
論
で
あ
る
に
拘
ら
や
，
、
国
際
経
済
世
専
攻
す
る
一
部
の
論
者
に
さ
へ
、
一
疋
ほ
十
分
に
理
解
さ
れ
A
Y
、
依
然
と

し
て
虞
域
経
済
白
内
部
陀
告
い
て
も
、
従
来
の
原
理
に
よ
る
園
際
分
業
の
成
立
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
ー
も
あ
る
。
認
で
は
寧
怒

る
言
葉
の
上
や
丈
章
白
一
模
倣
で
左
〈
、
員
貨
危
る
意
味
内
容
に
な
い
せ
、
問
題
を
徹
底
的
に
理
解
せ
ね
ば
た
ら
由
。
併
し
わ
れ

/
L

は
恋
で
何
等
の
新
た
な
理
論
や
説
明
を
必
要
一
と
し
友
い
。
た
ピ
葎
著
白
中
か

ι巾
引
の
部
分
を
引
用
す
れ
ば
足
り
る
か
ら
で
あ
る
。

『
-
闘
際
分
柴
田
成
立
原
因
島
よ
び
保
件
に
つ
い
て
は
、
囲
内
分
業
白
成
立
す
る
場
合
に
比
較
し
て
、
何
ら
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な

い
。
然
る
に
分
業
成
立
白
調
理
に
圭
つ
て
は
、
闘
際
分
業
主
圏
内
分
業
主
に
よ
り
金
〈
異
な
る
も
白
で
あ
る
。

『
図
際
分
業
白
成
立
は
、
相
封
帥
優
劣
白
原
理
に
よ
り
、
囲
内
分
業
は
絶
封
的
優
劣
白
膜
理
に
よ
る
。
闘
民
組
椅
白
向
部
に
お
い
て
、
各
企
業
白
周

に
分
業
行
は
れ
、
ま
た
各
地
方
自
聞
に
分
業
の
行
は
れ
る
由
は
、
何
れ
も
個
々
白
企
業
安
た
は
地
方
が
、
一
定
的
事
業
に
つ
き
他
D

も
白
よ
り
も
絹
謝

的
に
優
秀
な
る
が
た
品
で
あ
る
。
例
へ
ば
吾
が
聞
東
地
方
に
絹
業
お
乙

p
w
関
西
地
方
に
綿
業
お
ζ

り
て
、
隔
地
方
白
聞
に
圏
内
分
業
が
行
は
か
る
と

す
れ
ば
、
と
れ
は
聞
東
地
方
が
他
目
何
れ
白
地
方
よ
P
も
組
業
に
優
れ
、
明
西
地
方
針
閉
じ
〈
綿
業
に
優
れ
た
石
好
締
件
宇
有
す
る
か
ら
吋
る
ま

1
今

も
L
閥
東
地
方
回
、
絹
業
に
も
締
業
に
も
優
れ
た
る
傑
件
を
有
す
る
な
ら
ば
、
全
国
の
費
本
も
捗
働
も
す
べ
て
閥
東
地
方
に
集
ま
り
痕
り
て
、
開
西
地

方
自
綿
業
は
成
P
立
た
な
ぐ
な
る
で
あ
ら
う
。

『
之
と
異
り
困
際
問
白
分
業
ζ

と
に
商
品
貿
易
を
前
提
と
し
て
自
今
日
目
困
際
分
業
。
成
立
す
る
原
理
は
、
一
一
囲
が
た
ピ
相
謝
的
に
優
秀
な
る
こ
と

を
も
っ
て
昆
り
る
。
例
へ
ベ
甲
闘
に
A
事
業
お
こ

p
、
L
国
民
B
事
業
お
と
り
で
、
園
際
分
業
の
成
立
せ

ι場
合
で
も
.
と
れ
は
晶
子
し
も
ご
困
が
そ

れ
ん
¥
白
事
業
に
布
い
て
他
国
に
優
軒

p
と
は
降
ら
な
い
。

+
b
p
に
甲
園
が
A
事
業
に
B
事
業
に
も
優
品
た

p
k
し
て
も
、
乙
同
白
費
車
も
労
働
も

ト
由
山
甲
闘
に
移
動
せ
ず
と
b
小
、
恥
園
に
一
一
品
総
て
白
事
業
白
ι
m
U
か
こ
と
小
あ
わ
得
b
h
o
と
由
場
合
に
は
甲
園
は
A
B
三
事
業
自
う
ち
、
比
較

演
域
組
腐
と
庚
域
分
業

第
五
十
四
種

，、
七

傭
回
観

へ
』
l
l
j
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五
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四
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八

F可

関

域

経

済

と

庚

域

分

業

第

四

観

的
に
よ
り
有
利
な
る
A
宇
揮
曹
、
乙
闘
は
比
較
的

K
劣

η
ふ
た
の
ゆ
J

書
官
事
ー
鳴
を
と
る
ど
?
?
な
る
。
印
吊
と

mm踊
舎
に
は
二
つ
の
審
議
同
封
す
る
相

封
的
優
劣
に
よ
っ
で
、
ご
岡
聞
の
分
業
が
成
立
す
る
と
と
h
な

る

。

白

〕

も
ム
」
/
¥
費
本
・
持
働
の
移
動
は
そ
れ
に
土
っ
て
成
立
す
る
事
業
が
、
ー
そ
の
矧
陀
長
い
て
絡
掛
的
に
優
れ
て
ゐ
る
か
ち
と
そ
移
動

ず
る
D
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
分
業
は
、
た
と
ひ
岡
際
聞
に
成
立
す
る
も
の
で
も
、
そ
の
原
理
に
沿
い
て
は
圏
内

分
業
と
同
ピ
〈
、
絶
射
的
優
劣
の
原
理
に
上
っ
て
成
立
す
る
も
白
で
あ
る
。
従
っ
て
資
本
・
持
働
の
移
動
を
前
提
と
す
る
陀
拘
ち
ゃ
、

そ
己
に
成
立
す
る
岡
際
分
業
が
、
比
較
的
優
劣
の
原
理
に
工
品
問
際
介
業
で
あ
る
が
如
昔
は
杢
ミ
考
へ
得
ら
れ
た
い
矛
盾
で
あ
る
。

'
H

珂
想
的
に
完
成
さ
れ
た
お
庚
域
経
済
に
や
い
て
は
、
そ
と
に
成
立
す
易
自
国
域
全
言
、
最
も
現
想
的
に
今
理
的
に
計
要
さ
れ
建
設
さ
仲

れ
た
る
分
業
で
あ
り
、
庚
域
経
済
会
櫨
と
し
て
白
綜
合
的
な
立
地
計
聾
ま
た
は
園
土
計
撃
の
ト
い
に
、
特
定
事
業
に
封
ず
る
自
然
的

-
-
P

枇
舎
的
・
経
済
的
そ
の
他
D
諸
経
に
た
い
て
、
最
も
合
理
的
に
し
て
有
利
な
主
昔
、
雪
解
消
引
の
費
本
と
君
主
主
軸八

理
的
K
配
分
し
で
、
そ
れ

PTD事
業
を
言
ご
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
重
で
あ
る
か
ら
、
己
の
と
と
は
聖
そ
れ
，

t
z酬

地
♂
絶
射
的
優
秀
の
上
に
成
立
す
る
も
の
に
外
在
ら
ぬ
。
嘗
で
唱
道
さ
れ
た
Z
謂
抽
遡
業
宅
義
の
券
業
の
4

如
き
も
、
卸
ち
E
れ
で
あ
劃

っ
て
、
庚
域
経
済
全
般
よ
り
見

τ、
最
も
溜
営
危
る
土
地
に
最
も
盟
百
在
る
ま
室
長
E
す
乙
γ

語
、
、
郎
ち
絶
針
的
霊
力
の
原
理
に
岬甜

外

た

ら

ぬ

。

/

、

理

己
の
一
騎
よ

b
見
れ
ば
、
従
来
。
謂
は
ゆ
る
園
際
分
業
す
左
は
ち
比
較
的
優
劣
の
原
理
に
よ
っ
て
成
立
す
る
金
言
、
最
も
不
合
理
，

LP

か
つ
不
利
な

1
園
際
分
業
で
あ
っ
て
、
一
闘
は
極
め
で
有
利
三
詩
僚
件
を
具
備
す
る
に
拘
ら
手
、
そ
の
す
ペ
て
に
之
を
利
用
す
る
間

E
ル
」
抽
出
は
歩
、
掛
川
闘
は
何
れ
の
黙
に
も
概
め
て
不
利
在
町
長
信
什
』
札
口
桐
h

旬
、
宇
、
伊
豆
伺
等
か
の
主
主
主
揮
す
芯
ど
と
L
た
A
ざ

町

る
を
得
社
い
。

E
れ
は
世
界
蕎
秩
序
の
其
本
的
性
格
土
均
衆
Z
脊
本
・
慰
問

m
鯵
動
に
蜘
T
'
m
障
害
忙
止
っ
て
烹
曲
さ
れ
た
る
不
合
割
引

現
在
昌
世
界
鰹
桝
む
委
で
あ
っ
売
。
柑
東
野
秩
序
と
し
て
町
磨
域
解
補
忙
告
い
て
段
、

ι
v
h
系
障
害
忙
止
っ
て
高
品
附
さ
れ
売
旬
喝
未
合

， 



理
左
る
圃
際
分
業
主
打
破
し
て
、
己
注
に
最
晶
合
理
的
な
る
遡
地
適
業
の
庚
域
分
業
を
成
立
せ
し
め
ん
冒
と
す
る
に
外
た
ら
む
。

謂
は
ゆ
る
相
掛
的
優
劣
の
原
現
ま
た
は
比
較
生
捧
費
の
原
克
は
、
側
方
に
h
N

い
や
」
ま
も
K

謂
は
ゆ
る
自
由
経
済
の
前
提
民
た
つ
己
と

は
言
ふ
ま
で
も
た
い
。
計
聾
経
済
ま
た
は
統
制
粧
桝
の
前
提
に
沿
い
て
、
己
の
照
到
の
成
立

L
得
ぎ
る
と
と
は
、
今
さ
ち
E
h
k
論

議
を
繰
り
か
へ
す
必
要
も
た
い
~
然
る
に
庚
域
粧
済
は
周
知
の
如
く
、
F

謂
怯
ゆ
る
自
由
粧
済
白
否
定
の
前
提
に
長
い
て
成
立
す
る
も

の
で
あ
る
。
己
主
忙
成
立
す
る
計
聾
的
な
る
統
制
経
済
に
お
い
て
は
、
商
品
た
る
と
費
本
た
る
と
持
働
た
る
と
を
問
は
中
、
一
方
で

は
謂
は
ゆ
る
自
由
経
済
の
下
に
却
っ
て
拘
束
さ
れ
た
る
移
動
を
解
放
す
る
と
共
に
、
他
方
で
ほ
是
等
す
ベ
セ
む
も
白
L
自
由
移
動
に

劃
し
て
、
計
聾
的
危
る
岡
市
城
統
制
を
加
ふ
る
E
と
ミ
た
る
か
ら
、
か
く
の
如
曹
庚
域
鰹
怖
に
告
い
f
h

、
自
耐
粧
済
を
前
提
と
す
る
比

較
生
産
費
読
ま
た
は
そ
の
上
正
成
立
す
る
古
苦
闘
際
分
撲
の
如
き
が
、
成
立
し
ろ
ち
根
擦
は
あ
り
得
た
い
。

か
く
し
て
問
題
を
原
理
的
に
見
る
限
り
、
庚
域
経
済
に
成
立
す
ろ
虞
域
分
業
は
、
従
来
の
需
は
ゆ
る
闘
際
分
業
の
成
虫
原
疎
に
よ

ら
や
、
寧
ろ
圏
内
分
業
の
成
立
原
理
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
ど
現
寅
損
程
に
成
立
す
る
庚
域
分
業
は
、
か
く
の
如
く
純
粋
た

J
 

る
も
白
で
は
あ
り
得
た
い
。
現
寅
に
は
純
粋
た
る
も
の
は
一
也
一
泣
い
。
恰
か
も
従
来
の
闘
際
聞
に
成
立
せ

Z
現
賓
の
間
際
分
業
も
、

寧
る
そ
の
多
く
の
部
分
は
、
関
内
分
業
ぺ
よ
同
じ
絶
射
的
原
理
陀
止
っ
て
成
立
T

ん
た
も
の
で
あ
り
、
逆
に
士
、
た
現
賓
の
闘
内
分
業
に
も

そ
の
一
部
に
は
厨
際
分
業
と
同
じ
相
封
的
照
現
に
よ
っ
て
成
立
し
も
凡
も
D
も
含
ま
れ
て
ゐ
売
。
と
れ
と
閉
じ
〈
現
質
油
連
に
成
立
す

る
庚
域
分
業
の
中
に
は
、
従
来
の
閥
際
分
業
的
な
る
も
の
も
時
間
存
す
べ
く
、
ま
も
凡
関
内
分
業
的
た
る
も
白
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら

う
。
た
ど
吾
々
白
乙
-L

に
問
題
と
し
た
の
は
、
そ
の
成
立
原
理
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
限
b
問
題
は
明
白
に
決
定
的
で
は
あ

る
が
、
併
し
E
L
K
敢
て
之
を
庚
域
分
業
と
し
て
、

一
方
で
は
従
来
の
闘
際
分
業
を
之
か
ら
峻
別
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
圏
内

分
業
と
の
匡
別
を
認
め
た
理
由
は
、
寧
ろ
主
と
し
て
己
の
現
質
的
白
根
擦
に
基
づ
く
も
D
で
あ
る
。

廃
域
畑
融
持
&
庚
域
分
業

第
五
十
四
巻

一

凡

九

第

四

観

五

拙著、前掲審、 P.78-79、346-3'5802) 



虞
域
経
済
と
庚
域
分
業

四

闘
際
分
業
の
否
定
と
肯
定

第
五
十
四
巻

三
九
O

第
四
蝉

六

英
米
支
配
の
世
界
奮
秩
序
に
成
立
し
た
る
が
如
き
図
際
分
業
は
、
わ
れ
/
¥
の
世
界
新
秩
序
と
心
て
の
東
亜
庚
域
経
済
に
告
い
て

は
、
英
米
植
民
地
と
白
聞
に
成
立
し
た
搾
取
的
分
業
D
形
態
に
お
い
て
も
.
欧
米
資
本
主
義
園
の
聞
に
成
立
し
た
相
射
的
分
業
の
形

態
に
長
い
て
す
も
、
二
つ
な
が
ら
之
を
成
立
せ

L
む
べ
吉
で
は
な
い
。
ま
た
成
立
す
べ
き
も
の
で
も
左
い
。
東
亜
新
秩
序
の
虞
域
経
済

忙
沿
い
て
は
、
新
秩
序
に
相
臆
し
昔
新
た
な
る
庶
域
一
分
業
主
成
立
せ
し
む
べ

t
、
そ
れ
は
従
来
の
英
米
的
危
間
際
分
業
と
は
全
〈
そ

の
範
時
を
-
一
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
以
よ
の
論
議
に
よ
う
て
既
ピ
明
瞭
に
さ
れ
た
と
思
ふ
。
然
る
に
吾
国
白
一
部
の
論
者
の

っ
き
一
言
す
る
己
と
L
す
る
。

中
に
は
、
庚
域
経
済
に
沿
い
て
も
依
然
と
し
て
従
来
の
如
吉
国
際
分
業
の
成
立
を
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
か
ら
ー
と
の
機
舎
に
、
之
に

『
園
際
分
業
は
岡
市
し
て
庚
域
経
済
と
相
容
れ
友
い
も
の
で
あ
ち
う
か
、
疑
ひ
た
き
を
得
友

肺
戸
商
業
大
挙
白
松
井
栄
一
氏
は
、

い
〕
と
し
て
、
ま
づ
私
見
に
封
す
る
批
判
を
試
み
ら
れ
、
結
局
に
沿
い
て
「
炭
域
経
済
内
に
お
い
て
も
闘
際
分
業
は
依
然
と
し
て
存
績

ず
る
り
で
あ
っ
て
、
決

L
て
否
定
さ
れ
る
白
で
は
な
晶
占
主
張
し
、
『
己
主
で
己
れ
以
上
と
の
啓
蒙
撃
者

D
，
設
を
批
判
す
る
必
要

は
注
J
V
』
と
批
評
し
で
ゐ
る
。
た
る
ほ

E
私
目
指
に
封
す
る
民
の
批
判
は
、
す
で
に
他
の
論
文
に
長
い
て
も
注
さ
れ
て
ゐ
る
己
と
を
最

近
に
至
っ
た
知
っ
た
白
で
あ
る
が
、
而
し
て
是
等
は
互
に
関
聯
す
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
他
め
部
分
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
ゆ
づ

り
、
落
で
は
専
ら
直
接
に
園
際
分
業
に
闘
ナ
る
部
分
に
つ
き
、
ま
づ
氏
の
批
判
に
臆
へ
、
吹
い
で
氏
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
島
か
う
。

氏
は
ま
づ
『
谷
口
吉
彦
博
士
は
、
完
成
形
態
に
長
貯
る
庚
域
経
済
が
園
際
分
業
を
否
定
す
る
己
と
を
、
間
接
的
に
表
明
し
て
を
ら

れ
る
ω
と
言
ふ
が
滝
己
主
で
兵
白
一
問
題
t
c
芭
れ
た
論
文
『
康
域
経
済
由
理
論
』
で
位
v

何
ち
園
際
分
業
の
問
題
に
は
燭
れ
て
ゐ
た
い
。

、
格井柴一民『庚域担済&国際骨業』岡民曲演雑誌、昭和十七年二月掛、 P.'48o
同上、 P.50。
同上、 p.'500 
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現
に
氏
の
指
摘
さ
れ
た
個
所
に
沿
い
て
は
勿
論
、
乙

D
論
文
金
憶
を
通
巴
て
、
国
際
分
業
一
ま
た
は
分
業
に
つ
い
て
は
、

昌

也
縄
れ

て
は
ゐ
友
い
。
己
れ
は
別
忙
考
察
さ
る
べ
き
問
題
と
し
て
、
意
識
的
J

に
留
保
し
て
沿
い
た
問
題
で
あ
る
。
な
る
ほ

E
氏
も
ま
た
流
石

に
『
岡
接
的
に
表
明
じ
て
を
ら
れ
る
』
と
は
言
つ

τゐ
る
が
、
そ
の
間
接
的
に
表
明
し
た
の
は
氏
で
あ
っ
て
私
で
は
友
い
。
直
接
に

も
間
接
に
も
、
廉
域
経
済
と
闘
際
分
業
の
闘
係
比
針
す
る
私
見
を
漫
表
す
る
の
は
、
現
在
の
こ
の
論
文
が
最
初
で
あ
っ
て
、
前
の
論

。
6
 

丈
に
告
い
て
は
、
た
ピ
庚
域
経
桝
に
島
け
る
資
本
・
持
働
白
移
動
の
自
白
血
白
故
に
、
そ
の
否
定
を
前
提
と
す
る
比
較
生
産
費
設
の
不

dp
 

成
立
を
主
張
し
た
に
過
ぎ
友
い
。
乙
の
前
提
か
ら
園
際
分
撲
の
否
定
に
ま
で
推
論
し
て
行
ワ
允
の
は
、
氏
の
推
論
と
氏
の
概
念
に
よ
蹴

っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
く
D
如
者
間
接
の
表
明
は
、
厳
密
た
る
べ
き
串
岡
上
の
批
判
に
沿
い
て
は
、
最
も
注
意
ぷ
か
〈
避
け
ら
る
ベ
寸

昔
も
白
で
あ
ら
う
。
幸
に
己
の
揚
合
に
は
何
等
の
寛
容
を
伴
は
な
い
が
、
同
じ
己
と
は
直
ち
に
之
に
績
い
て
、
氏
が
『
博
士
は
、
廃
軒五

域
経
済
内
に
沿
い
て
は
、
外
園
貿
易
は
圏
内
商
業
に
媛
賀
す
る
と
主
張
さ
れ
と
と
言
は
れ
る
に
及
ん
で
、
賞
質
的
の
問
題
を
伴
う
軒

て
来
る
。
虞
域
経
済
白
貿
易
理
論
に
つ
い
て
は
、
別
論
に
ゆ
づ
る
こ
と
足
す
る
が
、
問
題
の
論
文
に
長
け
る
私
見
は
『
庚
域
経
済
D

昭

内
部
貿
易
も
ま
た
、
著
し
く
質
的
措
型
化
を
受
け
る
乙
と
ミ
な
る
。
・
・
理
論
貯
に
は
園
内
商
業
と
同
巴
原
理
に
支
配
さ
れ
hv
で

あ

縄

、

.••• 

u

-

-

-

-

』

ら
う
P

卦
貨
か
除
骨
と
し
て
も
ま
た
、
域
内
貿
易
は
次
第
正
外
骨
骨
易
恥
ら
悲
あ
か
ひ
も
、
骨
内
商
業
に
掛
あ
ナ
か
。
』
と
捕さ

言
定
過
ぎ
た
い
o

E
れ
を
勝
手
に
著
書
か
へ
て
吋
士
単
純
に
「
外
国
貿
易
は
圏
内
商
業
に
慶
賀
す
る
』
た
ど
と
さ
れ
て
は
、
モ
酔

れ
は
著
し
〈
私
見
と
は
異
怠
る
も
の
と
た
り
、
甚
だ
迷
惑
で
あ
る
。
最
も
巌
密
た
る
べ
車
両
上
白
批
判
に
蒔
い
て
、
か
〈
白
如
昔
、

4
0蜘

¥

R

R

由
開『

上
上
口

同
同
荘

不
正
他
-
怒
る
態
度
は
、
ま
こ
と
に
惜
し
む
ぺ
き
と
と
a
A

息
ム
。

さ
て
康
域
経
憐
と
園
際
分
業
白
閥
係
に
謝
す
る
私
見
は
‘
初
め
て
己
白
論
文
自
前
半
の
諭
遁
に
長
い
て
、
ほ
W

説
明
ら
か
に
さ
れ
た

と
忠
ふ
か
ら
、
己
主
で
は
再
び
之
を
繰
り
返
す
必
要
を
見
な
い
。
松
井
柴
一
氏
θ
如
く
、
先
立
単
純
に
国
際
分
業
白
否
定
恥
肯
定
か

庚
域
鯉
梼
正
虞
域
分
業

第
五
十
四
巻

ブb

第
四
説

七

)
)
〉

Z
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虞
域
輯
慣
と
庚
域
分
業

第
五
十
四
巻

:IL 

策
四
観
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ピ
問
題
と
左
る
白
で
た
い
。
問
題
は
そ
の
調
ふ
所
の
閥
際
分
業
と
は
何
か
、
ま
た
之
を
否
定
ま
た
は
肯
定
す
る
理
論
的
根
擦
は
何
かF
4
 

に
あ
る
。
私
見
に
た
い
て
は
、
そ
の
閑
際
分
業
を
も
っ
て
、
品
世
来
の
世
界
書
簡
秩
序
に
長
い
て
成
立
せ
る
が
如
昔
、
主
ノ
米
的
の
搾
取
的

介
業
島
ょ
が
相
劃
的
分
業
と
た
す
た
ら
ば
、
か
く
の
如
き
は
世
界
新
秩
序
の
庚
域
経
済
に
語
い
て
は
成
立
ん
得
泣
い
と
し
て
、
之
を

否
定
す
Z
。
併
し
謂
ム
所
の
園
際
分
業
を
も
っ
て
、
わ
れ

4
、
の
謂
は
ゆ
る
庚
域
分
業
一
と
な
す
左
右
ば
、
か
as

る
意
味
で
の
園
際
分

業
は
庚
域
経
済
に
沿
い
て
成
主
す
る
も
の
と
し
て
、
之
を
肯
定
す
る
。
肯
定
か
否
定
か
を
明
ら
か
忙
す
る
に
は
、
ま
づ
以
っ
て
そ
白

肯
定
さ
れ
否
定
さ
る
べ
き
も
の
h
意
味
内
容
か
ら
規
定
し
て
か
ミ
ら
ね
ば
社
ち
ね
。
と
れ
左
〈
し
で
た
い
A

単
純
に
、
否
定
か
肯
定
か

i

を
論
議
し
て
も
、
そ
れ
は
全
く
無
意
味
宏
容
‘
論
に
す
ぎ
払
い
。

b
れ

f
Iは
或
る
意
味
の
岡
際
分
業
を
E
L
K
否
定
す
る
と
共
に
、

ま
た
他
の
意
味
白
園
際
分
業

!
i強
い
セ
園
際
分
業
と
い
ふ
左
ら
ぽ
ー
i
E
E
L
に
肯
定
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
で
壬
れ
が
何

故
に
否
定
さ
れ
、
ま
た
何
故
に
肯
定
さ
れ
う
る
か
の
理
論
的
根
擦
も
ま
た
、
す
で
に
明
瞭
比
さ
れ
た
る
所
で
あ
る
か
ら
、
己
主
に
之

を
繰
り
か
へ
す
必
要
を
見
た
い
。

然
る
に
松
井
柴
一
民
の
調
ふ
所
の
閥
際
分
業
-
な
る
も
の
は
、
如
何
在
る
概
念
内
容
を
有
す
る
か
、
全
〈
明
ら
か
で
は
た
い
ロ
世
界

沓
秩
序
の
下
に
成
立
し
た
従
来
の
閥
際
分
業
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
叶
同
時
陀
養
本
の
輪
山
川
忙
土
つ
で
成
立
し
た
英
米
的
の
搾
取

分
業
を
も
意
味
す
る
が
如
き
揚
合
も
あ
り
、
反
割
に
ま
売
新
党
に
成
立
す
Z
庚
域
経
済
の
内
部
に
島
町
Z
分
業
を
も
、
同
桜
忙
間
際

分
業
主
左
ぃ
、
或
は
ま
た
庚
域
経
済
む
外
部
に
お
い
て
、
他
の
庚
域
粧
済
と
の
隠
に
成
立
す
る
も
の
を
も
向
ビ
〈
間
際
分
業
・
と
た
し

て
ゐ
る
。
か
く
む
如
昔
混
然
た
る
概
念
内
容
を
も
っ
て
、
否
定
ま
た
は
肯
定
と
い
う
た
と
E
ろ
で
、
全
く
問
題
に
は
た
ら
た
い
。
民

仕
或
る
個
所
に
止
い
て
、
「
我
-
々
は
純
粋
四
一
論
と
し
て
の
比
較
生
産
費
設
を
排
除
す
ベ
曹
十
分
在
理
由
を
見
出
さ
た
い
。
縫
っ
て
園

際
分
業
む
理
法
陪
依
然
と
し
て
安
首
す
べ
き
も
む
と
考
へ
る
凶
と
い
ふ
が
、
問
題
は
抽
象
的
た
純
料
理
論
と
し
て
の
安
営
か
否
か
に . 

一一一一一一一 i一一一--_.<-一一一一
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る
る
の
で
た
く
、
庚
域
経
消
に
訟
げ
る
園
際
分
業
の
受
賞
か
否
か
巴
あ
る
。
而
し
て
と
与
で
意
味
す
る
氏
。
園
際
分
業
は
、
比
較
生

産
費
の
原
理
に
も
と
づ
く
園
際
分
業
で
あ
り
、
世
界
謹
秩
序
白
一
方
に
沿
い
て
、
資
本
・
持
働
白
移
動
の
否
定
を
前
提
と
じ
て
成
立

じ
た
古
き
意
味
で
の
園
際
分
識
に
外
在
ら
ぬ
。
か
く
の
.
如
曹
意
味
で
の
園
際
分
業
が
、
新
た
左
民
域
経
済
に
沿
い
て
、
自
由
に

L
る

統
制
に
し
ろ
‘
綜
合
的
計
聾
左
ら
ば
尚
更
の
己
と
、
何
等
か
の
意
味
忙
お
け
る
費
本
・
持
働
の
移
動
を
前
提
畠
す
る
新
秩
序
に
岩
い

て
、
成
立
し
う
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
と
と
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
論
詮
さ
れ
た
る
所
で
め
る
σ

，
 

因
み
に
園
際
分
撲
の
否
定
と
肯
定
に
闘
腕
し
て
、
沓
著
に
お
け
る
私
見
を
己
主
に
引
用
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
興
味
と
意
義
主
夫

。
3
 

F
h
d
 

2
 
5
 

P
 

『
職
後
(
静
一
来
世
界
執
事
後
)
に
担
け
る
園
酷
経
済
白
動
向
は
、

ζ

の
図
際
金
請
に
劃
し
て
如
何
な
る
闘
冊
に
畠
る
か
?
先
づ
第
一
目
、
圏
由
主
叩

轟
品
ら
困
民
主
義
へ
白
動
向
は
、
各
国
と
も
出
車
る
匝
n
p
D
自
給
自
足
に
煩
ら
ん
と
す
る
白
で
ち
る
か
ら
‘
そ
れ
は
原
則
と
し
て
園
際
分
業
を
否
定
せ
川

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
;
・
-
。

U
1

略

「
捕
ら
ぼ
プ
ロ
少
ク
嗣
済
へ
由
最
近
白
動
向
は
、
図
際
分
業
主
如
何
に
閥
輔
ナ
る
下
9

偏
控
な
る
園
民
自
給
主
義
に
よ
る
困
際
分
業
白
金
部
的
否
副

定
で
は
、
結
局
そ
白
目
的
と
す
る
園
民
経
済
白
畿
展
は
困
難
で
島
る
。
そ
と
で
何
事
か
白
関
係
あ
る
二
園
以
上
を
も
っ
て
、
一
つ
の
プ
ー
一
冒
ψ

ク

を

形

成

閉

じ
、
そ
白
聞
に
園
際
分
晶
子
乞
成
立
せ
し
品
ん
と
ナ
る
の
が
プ
ロ
ツ
ク
低
済
で
あ
る
。
そ
れ
故
昨
プ
白
ツ
ク
鶴
市
聞
は
園
際
分
業
の
否
定
白
否
定
で
あ
hrρ

恥

『
そ
こ
に
は
古
き
意
味
に
お
け
る
困
際
笠
吉
、
依
然
と
し
て
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
e

け
れ
E
も
新
た
な
意
味
四
国
際
主
古
事
る
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
噛

そ
れ
は
ま
た
自
拙
的
・
隆
史
的
産
物
と
じ
て
白
従
車
白
園
際
分
業
を
否
定
し
て
、
意
思
的
・
臨
抽
的
産
物
と
し
て
白
園
際
分
業
、
ま
た
は
意
識
的
・
計
済

盤
的
・
統
制
的

2
園
隣
室
主
成
立
せ
し
め
ん
・
と
す
る
も
の
で
畠

U
4

・

J

山内脚
p
闘

す
で
陀
他
の
機
曾
に
論
誰
せ
る
如
〈
、
プ
ロ
ッ
ク
経
済
白
段
階
ま
で
は
、
謂
は
ゆ
る
世
界
奮
秩
序
白
段
階
K
麗
し
、
従
っ
て
そ
と
よ
引

に
論
議
さ
れ
た
る
圏
際
分
業
は
、
依
然
と
し
て
蕎
き
意
味
で
の
園
際
分
業
白
否
定
ま
た
は
肯
定
で
あ
っ
た
。
然
る
に
康
域
経
済
は
少
同
拙

〈
と
も
己

L
K
閥
聯
あ
る
資
本
・
労
働
白
移
動
と
綜
合
的
計
葺
白
世
間
に
沿
い
て
、
プ
ロ
ッ
タ
経
済
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
世
界
的
秩
序

5
z

は
な
い
も
の
が
あ
る
。

庚
域
組
祷
と
廃
域
分
業

第
五
十
四
巻

=
一
九
三

第
四
擁

jc 



府
域
旧
世
情
・
と
庚
域
分
業

第
五
十
四
巻

第
四
貌

一一一丸四

と
は
、
全
く
異
在
る
世
界
新
秩
序
の
段
階
で
あ
る
。
そ
と
に
成
立
す
る
分
業
は
、
岡
際
分
業
た
る
と
康
域
分
業
た
る
と
、
そ
の
他
の

如
何
た
る
名
献
を
も
っ
て
指
稲
す
る
と
に
拘
ら
や
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
従
来
の
図
際
分
業
と
は
全
〈
そ
り
範
噂
を
異
に
せ
ね
ば
な

O 

ら
ね

E
tは
言
品
ま
で
も
友
い
。康

成
経
済
の
基
本
的
認
識

b
れ

J
Iは
進
ん
で
、
新
秩
序
の
庚
域
粧
済
白
内
部
に
島
い
て
も
、
沓
秩
序
四
世
界
粧
済
に
者
砂
る
が
如
昔
相
針
的
原
迦
ま
た
は

比
較
生
産
費
白
原
理
に
畠
と
づ
〈
闘
際
分
業
が
、
そ
己
に
成
立
し
う
る
と
考
へ
る
論
者
の
主
張
を
批
判
す
る
で
あ
ら
う
。

ま
づ
第
一
に
、
問
題
は
康
域
経
隣
白
内
部
に
吾
け
Z
分
業
が
、
従
来
の
如
昔
比
較
生
時
費
の
原
理

ιも
と
づ
く
園
際
分
業
と
し
て

成
立
す
る
か
否
か
の
描
降
あ
る
の
で
、
近
代
的
貿
易
瑚
論
に
お
い
て
そ
れ
が
成
立
す
る
か
否
か
、
ま
た
は
純
精
現
論
と
し
?
で
の
比
較

生
産
費
設
が
成
立
し
う
る
か
否
か
は
、
己
白
問
題
と
は
金
〈
何
等
の
闘
係
も
た
い
己
と
で
あ
る
。
論
者
は
何
の
必
要
あ
っ
て
か
、
ハ

1
バ
ラ

1
お
よ
び
士

1
p
ン
の
貿
易
理
論
を
批
判
し
之
、
「
い
は
ゆ
る
近
代
的
貿
易
理
論
船
長
い
て
も
、
彼
等
が
排
撃
す
る
比
較
生

環
費
説
が
窮
極
に
沿
い
て
杷
櫨
ず
る
園
際
分
業
白
原
理
は
決
し
て
否
定
さ
れ
て
ゐ
る
り
で
は
な
い
]
と
7
4
一
目
ひ
、
『
我
々
は
純
粋
理
論

す
と
し
て
の
比
較
生
産
費
設
を
排
除
す
べ
き
十
分
在
理
由
を
見
向
さ
な
い
。
従
っ
て
園
際
分
業
の
理
法
は
依
然
と
し
て
受
賞
ず
べ
き
も

の
と
考
へ
る
』
と
主
張
す
る
己
-r一
に
よ
っ
て
、
何
等
か
己
、
に
そ
の
肯
定
論
の
一
つ
の
摂
燥
を
見
向
さ
ん
と
す
る
か
の
如
く
で
あ
る

‘
が
、
か
〈
の
如
曹
は
営
聞
の
問
題
に
は
何
白
繰
り
も
た
い
問
題
で
あ
る
。
わ
れ

ptも
ま
た
抽
象
現
地
耐
と
し
て
の
比
較
生
最
費
設
を

排
除
す
る
も
の
で
は
在
い
が
可
問
題
は
斯
〈
の
如
き
所
に
あ
る
白
で
は
た
い
。
由
明
域
経
済
白
分
業
が
問
題
と
た
つ
で
ゐ
る
場
合
に
刈

之
と
は
関
係
一
泣
き

A
1
バ
ラ
ー
や
オ
1
り
y
が
何
と
一
言
は
ろ
と
、
況
ん
や
甫
年
前
匂
ザ
ス
ト
に
沿
い
て
『
原
理
的
に
は
園
際
分
業
は

五

松井柴一民、前掲論文、 P.S3。
同上、1'.54。
拙著『園際恒梼田理論と問題』昭和八年版、 P.18-790 
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決
し
て
否
定
さ
れ
た
の
で
は
左
む
か
否
か
に
拘
ら
宇
、
今
の
問
題
に
は
何
D
関
係
も
な
い
乙
と
で
あ
る
。

然
ち
ば
積
極
的
に
、
か

L
Z
岡
際
分
業
白
成
立
を
肯
定
す
る
現
論
的
根
擦
は
何
か
、
そ
と
に
は
何
ら
明
確
た
る
珂
論
は
提
示
さ
れ
J

九Amy 

て
ゐ
た
い
。
強
い
，
て
拾
ひ
あ
げ
れ
ば
『
経
済
の
業
本
秩
序
に
費
草
た
き
限
り
、
か
く
白
如
曹
計
費
的
移
動
の
貫
施
に
営
っ
て
、
「
経
済

p
h

の
論
理
」
h
r
一
無
一
腕
し
得
泣
い
己
主
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
た
い

E
と
で
あ
舎
と
い
ふ
鮪
と
、
『
間
際
聞
に
・
青
山
宮
移
出

動
制
限
の
解
除
に
よ
っ
て
、
廃
翠
済
内
の
諸
園
聞
の
生
産
件
の
相
違
が
全
然
た
く
在
っ
て
し
ま
品
、
と
ま
で
は
推
論
し
て
は
た
め
リ

ら
た
い
同
と
い
ム
結
に
求
め
る
外
注
目
が
、
何
れ
も
何
ら
白
娘
械
も
な
い
謬
説
で
あ
る
。
以
下
ま
づ
己
の
賭
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
。
骨
9
M
m
 

『
粧
桝
の
世
柄
本
秩
序
に
警
君
主
q

限
り
』
い
か
に
し
て
世
界
新
秩
序
と
し
て
の
廃
域
経
椅
は
成
立
し
号
る
か
、
毘
謀
議

ph閥
ず

h
h

る
論
者
の
認
識
程
度
は
、
後
に
も
眠
ら
か
に
さ
れ
る
如
〈
、
と

a
a
k
も
明
白
陀
露
呈
さ
れ
て
ゐ
る
。
怒
る
ほ
苫
論
者
の
庚
域
経
済
論

L
時
同
f
}
和
15昭誌

丸
本
5
』
R
軸
上
白
問
済
且
町
一
明
一
庚
柴「
井
稿
格
拙

は
殆
ん
ど
多
く
の
鮪
に
沿
い
て
私
見
を
無
断
に
採
用
さ
れ
た
も
D
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
ゐ
〆
て
何
故
に
園
際
分
業
に
闘
す
る
私
見
を
理

解
し
得
左
い
か
、
私
に
は
不
思
議
に
思
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
廿
唱
に
至
っ
て
そ
り
現
由
は
や
弘
明
ら
か
と
た
っ
た
様
で
あ
る
。

論
者
の
考
ふ
る
底
域
経
済
友
る
も
の
は
、
世
界
新
秩
序
と
し
て
菩
厨
白
建
設
せ
ん
と
し
つ
h

あ
る
庚
域
粧
品
阿
と
は
、
長
よ
そ
異
た
る

種
類
。
も
の
で
あ
る
ら
じ
い
ι
東
亜
新
秩
序
と
し

τ
D庚
域
経
桝
に
島
け
る
経
済
の
世
帯
本
秩
序
は
、
世
界
葎
秩
序
と
し
て
の
英
米
的

な
る
経
済
の
基
本
秩
序
を
饗
草
す
る
と
と
を
ぐ
し
て
は
、
成
立
し
う
る
も
白
で
は
な
い
。
常
商
の
問
題
に
関
聯
す
る
資
本
・
弊
働
の

移
動
に
闘
す
る
茶
木
秩
序
は
、
廃
域
経
済
に
於
て
い
か
に
境
草
さ
れ
る
か
、
抜
に
線
h

り
か
ヘ
し
之
を
再
論
す
る
必
要
を
認
め
た

h
。

在
る
ほ

E
論
者
D
如
き
蕎
秩
序
の
時
現
草
を
認
め
左
い
虞
域
経
済
白
如
き
も
の
が
あ
る
な
民
ば
、
そ
と
で
は
膏
秩
序
の
国
際
分
業
の
成

立
し
う
る
と
と
は
、
論
者
を
待
た
や
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
併
し
か
a
h

る
庚
域
経
済
は
‘
今
日

b
れ
/
¥
の
問
題
下
と
す
る
新
秩
序

の
庚
域
経
済
と
は
、
最
よ
そ
何
色
一
関
係
も
左
昔
全
く
空
想
的
の
も
の
で
は
た
い
か
。

庚

域

純

融

問

と

提

域

分

業

第

五

十

四

巻

" 

一一-九五

第
四
韓

、

r 
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由
岡
崎
経
済
と
鹿
域
分
業

第
五
十
四
巻

静
岡
腕

論
者
は
ま
た
屡
々
「
経
済
の
論
理
」
た
る
も
の
を
、
金
〈
無
反
省
に
模
倣
し
つ
h
あ
る
が
、
そ
の
論
理
と
は
如
何
た
る
論
理
を
意

味
す
る
か
、
全
く
明
ら
か
比
さ
れ
て
は
ゐ
左
い
。
時
に
は
己
の
論
理
を
瑚
論
と
す
り
か
へ
て
吉
へ
ゐ
る
が
、
わ
れ
/
¥
の
『
庚
域
経

済
の
都
世
は
、
か
〈
の
如
吉
単
純
た
る
論
乱
で
は
た
い
。
論
理
性
と
理
論
性
と
の
問
題
に
麗
て
は
、
落
に
再
び
別
論
を
操
り
か
へ

す
必
要
も
た
い
向
、
苦
々
の
理
論
は
か
く
の
如
豆
地
反
省
主
る
論
理
で
た
い
己
と
だ
'
け
は
之
を
明
白
正
し
て
ゐ
く
必
要
が
あ
る
ロ

論
者
は
ま
た
『
生
産
保
件
の
均
等
化
』
に
つ
昔
、

E

L
で
も
無
反
省
な
る
模
倣
を
線
り
か
へ
し
て
ゐ
る
が
、
康
域
経
済
諸
園
の
生

産
保
件
の
均
等
化
の
如
吉
は
、
同
よ
り
あ
り
う
る
己
と
で
は
な
い
。
『
生
産
保
件
の
均
等
化
は
、
庚
域
経
済
を
以
て
一
の
園
民
経
済

と
な
す
己
と
を
意
味
す
か
』
と
言
ふ
論
旨
上
り
見
れ
ば
、

三
九
六

----'---←一一一一一一一一ーム一一一一一

原参挽目μ

一
の
園
民
経
済
に
た
け
る
生
産
保
件
白
均
等
化
を
無
僚
件
陀
承
認
す
る
か
↑

の
如
〈
で
あ
る
が
、
論
者
は
己
ミ
で
そ
の
大
前
提
を
忘
れ
て
、
何
か
白
誤
解
に
陥
っ
て
ゐ
る
様
で
る
る
。
併

L
己
L
で
は
と
れ
以
上
一
一和

己
白
問
題
に
立
ち
入
る
必
要
も
な
け
れ
ば
徐
裕
も
な
い
。
直
ち
に
論
者
の
『
到
達
せ
る
綜
抑
制
』
に
移
ら
う
。
{
，
馴

「
康
域
経
拙
れ
の
成
立
過
程
に
沿
い
て
、
固
際
分
識
は
一
膳
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
従
来

ρ
自
由
主
義
的
な
世
界
間

経
済
的
規
模
に
持
り
る
園
際
分
業
で
あ
っ
て
、
壁
掛
経
済
的
規
模
に
告
け
る
園
際
分
業
は
決
し
で
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
泣
い
。
換
時

言
す
れ
ば
、
園
際
季
語
制
は
世
界
経
済
的
規
模
の
も
の
か
ら
新
な
る
庚
域
経
済
的
規
模
D
も
の
へ
編
成
品
甘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
，
し

m一。

か
し
て
か
〈
の
如
苦
闘
際
分
業
は
従
来
の
怒
意
的
一
放
任
的
た
る
も
の
で
は
な
〈
、
統
制
的
・
計
書
的
な
る
も
白
で
あ
る
と
と
は
い
ふ

U
旬

ま
で
も
た
か
ら
何
』
と
結
論
さ
れ
る

?

f

ィ

一

昨

u
v
h

盟
文
旦

之
に
よ
れ
ば
成
立
過
桂
に
語
い
て
一
路
否
定
さ
れ
た
る
図
際
分
業
が
、
左
己
恥
の
過
程
に
沿
い
て
再
び
復
活
す
る
も
の
で
あ
る
ら
『
論
、

F

稿
掲
上

し
い
。
そ
れ
が
何
れ
の
過
程
に
沿
い
て
、
、
如
何
に
し
て
復
活
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
少
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
が
、
拙
前
同

併
し
そ
の
復
活
し
た
も
の
も
、
繭
と
同
じ
〈
比
較
生
産
費
白
原
理
に
よ
る
園
際
分
業
で
あ
る
己
と
に
は
相
違
泣
い
ら
し
い
。
己
れ
ら

)
)
)
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。
識
は
呆
し

τ占
う
た
っ
て
ゐ
る
白
か
判
ら
な
い
。
弐
に
成
立
過
程
に
沿
い
て
一
腹
否
定
さ
れ
た
園
際
分
業
は
、
従
来
の
自
由
主
義

的
た
世
界
経
済
的
規
模
に
ゐ
げ
る
園
際
分
議
で
あ
っ
て
、
庚
域
経
済
的
規
模
に
治
け
る
園
際
分
業
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は

た
い
と
言
ふ
が
、
そ
の
否
定
さ
れ
友
い
の
は
、
他
の
過
程
が
問
題
と
た
ヲ
て
ゐ
た
い
と
ミ
で
は
、
文
脈
的
院
も
論
理
的
に

ι、
必
然

に
そ
れ
は
と
り
成
立
過
程
に
沿
い
て

Y
-泣
け
れ
ば
友
ら
ね
が
、
さ
き
に
は
一
癒
否
定
さ
れ
、
後
に
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は

ナ
た
い
何
白
己
と
を
言
は
れ
る
の
か
、
在
る
ほ
ど
一
際
否
定
さ
れ
た
る
も
の
は
、
世
界
経
済
的
規
模
に
告
け
る
園
際
分

た
い
と
は
、

業
で
あ
ヲ
て
、
否
定
さ
れ
ざ
る
も
の
は
庚
域
経
済
的
規
模
に
語
け
る
も
の
L
犠
で
は
あ
る
。
然
ら
ば
と
の
後
の
も
の
は
、
す
で
に
か

白
成
立
過
程
に
長
い
て
も
否
定
さ
れ
ざ
る
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
世
界
経
済
に
告
け
る
園
際
分
業
除
、
世
界
経
済
的
規
模
に
治
け
る

岡
際
分
業
で
あ
り
、
庚
域
経
済
に
島
け
る
図
際
分
業
は
、
庚
域
経
済
的
規
模
広
島
け
る
園
際
分
業
で
あ
る
友
ど
と
は
、
殆
ん
ど
同
義

異
話
の
反
覆
で
し
か
な
い
。
わ
れ
/
¥
の
同
題
と
す
る
内
容
も
、
原
理
も
己
主
で
は
全
く
問
題
と
な
っ
て
ゐ
た
い
。
若
し
も
と
白
一
一

つ
の
分
業
の
概
念
内
容
が
異
な
る
も
の
左
ら
ば
、
さ
き
に
も
指
摘
す
る
が
如
〈
、
否
定
か
肯
定
か
は
最
初
か
ら
問
題
に
左
ち
注
い
で

は
た
い
か
。

最
後
に
向
ぼ
一
つ
、
論
者
。
庚
域
経
済
に
閥
ず
る
基
本
的
危
誤
謬
JE指
摘
し
て
、
己
の
不
愉
快
左
批
判
を
結
ぶ
と
と
L
す
る
。
己

白
基
本
的
危
誤
謬
の
故
に
と
そ
、
新
秩
序
の
庚
域
経
済
に
な
い
て
、
依
然
と

L
て
蕎
秩
序
白
国
際
分
業
C
成
立
を
主
張
し
う
る
か
の

如
〈
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
岡
際
分
業
論
に
よ
れ
ば
、
世
界
臨
済
一
白
構
造
時
、
各
闘
が
そ
れ
ぞ
れ
白
生
産
的
特
徴
に
従
っ
て
或
は
工
業
岡
喝
或
は
原
料
困
或
出
産
業
困
と
し
て

踊
際
貿
晶
に
捧
加
ナ
る
如
き
様
式
に
布
い
て
、
う
ち
立
て
ら
恥
る
も
白
で
あ
る
。
そ
D

理
想
型
は
、
地
嘩
白
金
表
面
に
ま
た
が
っ
た
、
産
業
闘
を
底
面

サ
山
口
守
山
喋
困
在
国
勘
左
ず
る
べ
一
個
む
圃
瞳
叫
慣
を
考
ふ
る
と
き
に
得
、
b
れ
る
で
島
ら
う
σ

いま、

U
か

F
r
t
f
p骨
mArpわ
し
「
し
ぶ
や
い
や

h

ー
ス
で
畠
る
。
』

然
ら
ば

b
れ
/
¥
の
東
亜
庚
域
経
済
に
沿
い
て
は
ど
う
か
、

「
我
山
河
の
例
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
大
東
亜
共
柴
圏
な
る
園
錐
躍
は
、

蘭
域
経
済
と
蘭
域
分
議

第
五
十
回
毎

三
九
世

晶
静
岡
掠

= 

同上、 P.55。1) 



庚

域

担

済

と

庚

域

分

業

第

四

続

三

回

bF
や
勘
号
本
を
頂
思

h
b、
浦
湖
国
・
支
那
告
よ
ぴ
南
方
諸
園
の
原
料
園
・
農
業
園
を
底
面
と
す
る
も
の
で
あ
る
?
と
言
ふ
。
か
〈

の
如
〈
粗
耕
た
園
際
介
護
論
も
岡
上
り
問
題
で
あ
り
、
全
た
コ
つ
の
介
業
kr
混
同
す
ろ
黙
に
本
問
顕
は
あ
る
が
、

E
れ
ち
は
姑
ら
〈

別
問
題
冒
と
し
て
、
骨
叫
に
肴
掲
寸
べ
か

ιぎ
昂
貫
要
賢
明
間
謬
は
、
調
ム
所
の
岡
錐
岡
田
白
甫
賠
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
取
っ
て
代
っ
て
、
¥

吾
闘
を
そ
の
関
錐
慣
の
頂
離
に
位
置
せ
し
め
る
と
と
に
よ
割
、
東
亜
炭
域
経
済
は
成
立
す
る
と
考
ふ
る
貼
に
あ
る
。
乙
の
と
ま
は
先

に
も
指
摘
し
た
る
『
経
済
の
基
本
秩
序
に
竣
草
た
き
』
庚
域
経
済
を
空
想
し
、
ま
た
世
界
経
情
的
規
模
か
ら
庚
域
経
済
的
規
模
へ
の

編
成
替
を
考
へ
ら
れ
る
黙
と
も
照
隠
し
、
更
忙
ま
た
比
較
常
時
費
的
在
呂
古
安
閑
際
分
撲
の
肯
定
論
と
本
呼
隠
し
て
、
前
後
を
涌
巴

て
一
貫
せ
る
論
者
の
認
識
程
度
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
官

1
¥世
同
年
新
秩
序
ム
」

L
で
の
東
南
庚
域
経
済
の
建
設
と
は
、
た

ど
闘
錐
種
目
頂
騎
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
突
き
落
し
て
、
玉
有
国
が
之
に
取
っ
て
代
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
た
W

話
回
早
純
に
イ
ギ
P
4
h

を
東
亜
か
ら
駆
逐
し
て
、
吾
園
が
モ
の
位
置
に
代
る
だ
け
た
ら
ぽ
、
何
を
も
っ
て
世
界
新
秩
序
ま
た
は
東
亜
新
秩
序
と
言
び
う
る
か

或
は
ま
た
た
ピ
単
純
に
、
恋
意
的
・
放
任
的
在
る
も
の
か
ち
統
制
的
・
計
書
的
在
る
も
の
へ
の
桝
換
詮
ら
ぽ
、
何
を
も
つ
で
新
秩
序
と

狗
占
経
済
ま
た
は
プ
ロ
ッ
タ
経
済
と
を
同
調
し
ろ
る
か
、
亡
L
に
竪
つ
可
論
者
の
認
識
す
ろ
庚
域
経
済
た
る
も
の
は
、
い
士
害
闘
が

そ
の
闘
還
を
暗
し
て
戟
ひ
と
ち
ん
と
し
つ

L
あ
る
、
ま
た
そ
の
故
に
と
そ
わ
れ
/
¥
部
貫
剣
に
そ
の
建
設
を
考
へ
同
J
h
あ
る
東
亜
新

第
五
十
四
巻

三
九
凡

秩
序
と
し
て
の
庚
域
経
済
!
と
は
、

h
M

よ
そ
縁
遠
い
も
の
と
在
る
で
は
友
い
か
。

論
者
D
所
設
に
は
向
ほ
批
判
す
べ
き
多
〈
の
も
の
を
残

L
て
ゐ
る
が
、
己

L
4じ
は
た
H
K

私
見
に
劃
す
る
批
判
に
関
聯
す
る
以
上
の

諸
軸
を
批
判
す
る
に
止
め
て
島
〈
。
論
者
は
私
見
に
封
ず
る
批
判
を
結
ぷ
忙
営
っ
て
、

E
れ
以
上
己

D
酔
蒙
事
者
の
設
を
批
判
す
る

必
要
は
友
い
左

E
と
言
は
れ
る
が
、
私
も
ま
た
己
れ
以
上
と
の
組
倣
論
者
の
設
を
批
判
す
る
必
要
は
た
い
。
〆
而
か
も
論
者
は
草
在
る

模
倣
論
者
に
止
ま
る
も
の
で
は
在
い
が
、
己
主
で
は
そ
の
賭
は
晶
一

r、
留
保
し
て
、
姑
ら
〈
悲
一
見
に
劃
す
る
批
判
に
臆
へ
、
併
せ
て
論

者
の
所
設
を
批
判
し
、
読
ん
で
そ
の
穀
へ
を
乞
ム

K
止
め
て
h
M
f
攻
第
で
あ
る
。
ご
セ
ニ
了
二
七
)

一一一一一一一一一-

同上、 P.6IQ2) 




